
令 和 ３ 年 度 大 田 原 中 学 校 の 概 要 2 0 2 １ . 5 . 1 現 在

沿 革 の 概 要

学 級 数 ・ 生 徒 数

地 域 の 実 態 等

本 地 域 は 大 田 原 市 市 街 地 の 西 側 に 位 置 し 、 国 道 ４ ６ １ 号 線 （ 通 称 野 崎 街 道 ） 沿 い に 発 展 し て き た 。
昔 は 農 家 が 多 か っ た が 核 家 族 化 の 進 展 に 伴 い 宅 地 化 が 進 み 、ア パ ー ト や 新 築 の 家 が 多 く な っ て い る 。
こ れ に 伴 い こ の 地 に 移 り 住 ん で き た 住 民 や 外 国 籍 の 住 民 も 多 く 、 人 口 は 増 加 し つ つ あ る 。
地 域 住 民 の 教 育 に 関 す る 関 心 は 高 く 、 学 校 の 教 育 活 動 に 協 力 的 で あ る 。

生 徒 の 実 態 等

本 校 の 学 区 内 に は 、 西 原 小 ・ 紫 塚 小 の ２ つ の 小 学 校 が あ り 、 小 中 一 貫 教 育 を 推 進 し て い る 。 生 徒
は 礼 儀 正 し く 素 直 な 子 が 多 く 、 明 る く さ わ や か に 学 校 生 活 を 送 っ て い る 。 授 業 に 真 剣 に 取 り 組 ん で
お り 、 家 庭 学 習 の 習 慣 が 身 に つ い て い る 生 徒 が 多 い 。 ま た 、 学 校 行 事 や 諸 活 動 に も 意 欲 的 に 参 加 し 、
体 育 祭 や 起 翔 祭 な ど は と て も 活 気 に 満 ち て い る 。

普 通 学 級 特 別 支 援 学 級
学 合 計

１ 年 ２ 年 ３ 年 １ 年 ２ 年 ３ 年
級

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男 子 女 子

１ １６ １７ １６ １３ １６ １６ ０ １ ０ ２ ２ ０ ５０ ４９

２ １６ １７ １６ １４ １７ １５ １ ０ １ ０ １ １ ５２ ４７

３ １５ １７ １５ １４ １６ １５ ２ ０ １ １ ２ ０ ５１ ４７

４ １６ １７ １６ １３ １６ １５ １ ０ １ １ ２ ０ ５２ ４６

５ １５ １７ １５ １４ １６ １６ １ １ １ １ ２ ０ ５０ ４９

６ １６ １７ １７ １４ １６ １６ ０ ０ １ ０ ２ ０ ５２ ４７

合 ９４ 102 ９５ ８２ ９７ ９３ ５ ２ ５ ５ １１ １ 307 285

計 １９６ １７７ １９０ ７ １０ １２ ５９２

〒 ３２４－００４７

栃木県大田原市美原１－１４－２

TＥＬ ０２８７－２３－３１６１

FAX ０２８７－２３－３１６２

昭和22. 4. 1 教育制度改革により６・３制実施
22. 4.28 大田原市立大田原中学校創設、初代校長 黒尾東一先生就任
23.10.19 新校舎第一期工事竣工（１２教室）
24. 4.30 新校舎第二期工事竣工（西側８教室及家事室）
24. 6.30 新校舎第三期工事竣工（東側８教室）
24. 7.17 落成式挙行（総建坪９５７，７５坪）経費９３０万円
25. 3.31 校歌制定、河西新太郎作詞、下総皖一作曲
28. 4.1 昭和28．29年文部省産業教育研究指定校となる。
28. 4.28 校旗制定（樹立式。城山公園５時３０分挙行）
29.12. 1 市制執行により大田原市立大田原中学校と改称
31. 4. 1 特殊学級開設
36. 4.28 二階建校舎（第２校舎）竣工落成式
38. 9.23 三階建校舎（第３校舎）竣工落成式
41. 4. 1 栃教委指定実験学校（数学、特殊教育）
46. 7.31 プール竣工
47.10.24 文部省指定・栃木県実験学校（道徳教育）の研究発表を開催する。
50. 2.28 屋内運動場完成（一部二階1,493平方米、工事102,380,000円）
51.11.10 栃木県教育委員会指定体力づくり研究学校公開研究発表を行う。
52. 4.17 第２８回全国植樹祭において学校環境緑化全国コンクール準特選受賞
53. 4.17 三階建新校舎（第１校舎管理棟）増改築竣工落成式
59. 3.31 東側渡り廊下完成 体育館前通路屋根完成
60. 4.1 大田原中学校より若草中学校分離
62. 3.18 柔剣道場竣工
63. 4.25 文部省指定昭和63.64年度中学校機器利用英語教育研究指定を受ける。
平成 元.10.27 文部省指定昭和63.平成元年度中学校機器利用英語教育研究公開発表を行う
2. 1.24 フェンス工事完了
2. 4.16 自転車置場工事完了
2. 4.23 運動部部室竣工落成
2. 6. 6 プール全面改修
2. 8.22 第２校舎、第３校舎北側窓枠取替
3. 3.26 放送施設（放送機器取替）
4. 3. 3 体育館緞帳・袖幕取替工事完了
4. 3.27 パソコン教室改修工事完了
4. 9. 1 第２校舎屋上防水工事完了
5. 2.19 国旗掲揚塔新設
5. 3.31 第１校舎屋上防水工事完了
5. 7.28 第１校舎教室床工事完了
5.10. 8 校門石柱（創立５０周年記念事業として同窓生より寄贈）
6. 4. 1 文部省指定 平成６～８年度運動部活動研究推進校の指定を受ける。
7. 7.14 冷房装置設置（職員室・校長室・事務室・保健室）
8. 7.12 文部省指定 平成６～８年度運動部活動研究推進の公開発表を行う。
9. 3.27 給食室完成
9.12. 6 創立５０周年記念式典挙行
11. 3. 5 第２校舎トイレ改修
11. 3.11 「正義」の額装、正門の扉の改修
12. 3.13 西門扉の改修
14. 4. 1 情緒学級開設
15. 8.30 第１校舎昇降口、階段天井、壁面塗装工事完成
15. 8.30 第１校舎二階一教室、第二校舎二階東教室天井、壁面塗装工事完成
16. 2.26 第１校舎 北面壁防水塗装工事完成
16. 4. 1 知的障害児学級増設（２学級）
16. 8.25 校舎教室内塗装工事終了
17. 3. 6 体育館壁面塗装完成（職員・ＰＴＡ事業部奉仕作業）
17. 4.13 百村川河川改修により校地総面積３８，２８１㎡に減少
17. 8.25 第３校舎二階西男女トイレ・二階中男女トイレの扉改修工事完成
17. 8.29 第２校舎一階２教室、第３校舎三階全教室・二階１教室壁面塗装工事完成
17. 9.17 学校東側百村川河川改修完成により敷地東側防止柵・東門扉完成
18. 3.18 第２音楽室アスベスト撤去工事完了
18. 3.30 地域イントラネット敷設工事完了
19. 2. 2 栃木県教育委員会、学校給食優良校受賞
19.11.20 文部科学大臣、学校給食優良校受賞
20.10. 8 テニスコート排水用側溝設置
21.11.18 第３校舎耐震補強・屋上防水改修工事完了
22.12.26 第１校舎・第２校舎耐震補強改修工事完了
24. 1.10 東日本大震災復旧工事完了（高架水槽・消火栓・天井板）
24. 9.15 給食室前駐車場舗装工事完了
24.12.10 体育館・技術室棟耐震補強工事完了
25. 1.27 放送室設備更新
26. 2. 7 防球ネット設置
26. 9.30 校内ＬＡＮ整備工事完了
28. 7. 4 武道館屋根塗装工事完了
29.12.25 創立70周年記念式典挙行
令和元 12.20 大田原中学校区小中一貫教育公開研究発表会
2.11.28 三階建新教室棟竣工落成式
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特 色 あ る 教 育 活 動 本 年 度 の 基 本 方 針 及 び 努 力 点

(1) 小中一貫教育の充実
◎西原小学校・紫塚小学校と協働で、確かな学力の育成を重点とした小中

一貫教育を推進していく。

・9年間の学びをつなぎ、系統的に学習に取り組むことができる環境や内

容を構築していく。

・グローバル化する時代に国際人として活躍することができるよう英語教

育の充実に努めていく。

(２) 学年・学級経営の充実
◎生徒の自己実現に向け、先を見通した戦略的な学年経営の下、共同歩調

での学級経営を推進する。

・生徒の自己肯定感・自己有用感を高めるための場面の設定と支援の充実

に努めていく。

・教育相談を充実させ、生徒の心に寄り添う指導・支援を充実していく。

(３) 学力の向上
◎新しい時代に必要とされる資質・能力の育成に向け、主体的・対話的で

深い学びの視点からの授業改善の実現や各種マネジメントの確立に努め

ていく。

・生徒も教員もそれぞれの立場で、学びのPDCAサイクルを確立し、自己

の学びや授業の質が深まるようマネジメントしていく。

・教科書や良書の精読と多読及び問題演習などをとおして、文章読解力の

向上をめざしていく。

(４) 規範意識の高い生徒の育成
◎教育活動全体をとおして、生徒の自己肯定感・自己有用感を高めながら、

道徳教育・人権教育・ESD（持続可能な開発のための教育）を充実させ、

道徳心や規範意識の高い生徒の育成に努めていく。

・「ならぬものはならぬ」という毅然たる温度差のない生徒指導を実現し

ていく。その際、生徒自ら判断し、自己決定ができるよう支援していく。

・持続可能な社会の担い手を育成するため、教科横断的な視点から各種体

験活動を充実していく。

(５) 生徒主体の活動の充実
◎今も今後も必要とさせる「自ら学び、考え、判断し、表現できる力」を

もった生徒の育成に努めていく。

・生徒の自主性と主体性の育成をめざした各種学校行事・生徒会活動・部

活動の実践に努めていく。

・生涯にわたって健康で安全な生活を送るために必要な知識と体力を養え

るようにしていく。

(６) 地域とともにある学校づくり
◎家庭・地域との連携・協働を推進し、生徒が社会に参画する意識や地域

への愛着や誇りをもち生活できるよう努めていく。

・学校運営に地域の声を生かすために、コミュニティ・スクールを中心と

した特色ある学校づくりを進めていく。

・学校ホームページ・与一メール・保護者連絡メールなどを充実させ、保

護者や地域に生きて働く情報を発信していく。

体育祭（５月）

６団に分かれて熱戦を繰り広げます。中でも団ごとにテーマをもとに創意工夫して

演技を考えた集団演技は、体育祭の最大の見物です。この他にも女子の百足競争、男

子の騎馬戦、団対抗リレーなど生徒は闘志を燃やして競技を行います。（R2は中止

R3は「D-1グランプリ」として規模を縮小して実施）

起翔祭（１１月）

那須野が原ハーモニーホールで行う秋の最大行事で

す。クラスで練習を重ねた合唱コンクールは、クラス

ごとに素晴らしいハーモニーを奏で、聴いている誰も

が感動せざるにはいられません。後半は、専門家によ

る生の演奏を鑑賞します。

（R2は「音楽会」として、規模を縮小して実施）

２年東京自主研修（６月）

キャリア教育の一環として行っています。東京都内

の事業所を訪問し、働いている人から話を聞いたり体

験したりすることで、職業について知識を深めるとと

もに、将来の職業選択や自己理解につなげます。

（R2は中止）

１年東京自主研修（１１月）

キャリア教育の一環として行っています。東京都内の専門学校や職業訓練所等を訪

問し、職業に就くために必要な知識や技能を学び、将来の職業選択や自己理解につな

げます。（R2は中止）

わくわくチャレンジウィーク（１１月）

２年生が行う職業体験学習です。自分が選んだ事業所で５日間仕事を体験します。

自己理解や将来の職業選択に役立つとともに、事業所との連絡や交渉を行うことで、

人とのコミュニケーションなど社会性も身につける機会となります。

（R2・R3は講師を招いて、講話として実施）

立志式（１月）

１４歳になった節目の行事として行います。

これまでの自分自身を振り返り、これからの生

活に夢や希望をもたせるとともに、自分の言動

に責任をもって生活することにつなげます。ま

た、両親をはじめこれまで支えてくれてきた周

りの人への感謝の心を育てます。

小中一貫教育夏期合同学習会「美原塾」（8月）

土曜学習（１０月～３月）

夏期合同学習会「美原塾」は夏休みに小学校５・６年生、中学生を対象に行う小学

校との合同行事です。土曜学習は１０月以降３年生を対象に行う学習会です。いずれ

も、学力向上、英語力向上を目指しています。

学校公開日（７月、１２月）

年２回、日曜日に保護者や地域の方々に学校を一日公開し、生徒の学校での活動の

様子を見ていただきます。（R2は中止）

令和３年度

大田原中学校の教育

教 育 目 標
○ 知 性 の 涵 養 【 自 律 学 習 】

急激に変化する時代に夢と志をもちながら、現在及び将来について、

自ら学び、考え、判断し、表現できる資質・能力を育成する。

○ 体 力 の 充 実 【 体 力 増 強 】

活動の源である気力と体力を充実させ、豊かな人生やよりよい社

会の創り手となるための資質・能力を育成する。

○ 品 格 の 育 成 【礼儀の厳正】

感性や自己有用感を大切にしながら、豊かな心や社会性を培い、品位

を備え、礼儀正しく、他を思いやることのできる資質・能力を育成する。

学 校 経 営 方 針

本校生徒のもっているよさである（真剣な学習態度・活発な部活動・落

ち着いた生活態度等）を継承しつつ、「社会に開かれた教育課程」と全て

の生徒たちの夢と可能性を引き出すことができるより質の高い教育の実現

を図り、保護者や地域に信頼され、生徒や教職員が誇れる「地域とともに

ある学校」の実現を目指す。（※「文武両道」を実現し、人格を高める）

最重点「文武両道」
文 ◇ 確かな学力の育成に向けた学習指導の充実

武 ◇ 部活動・生徒会活動での生徒の主体的活動の充実

◇ 心の教育の充実

目 指 す 学 校 像
(1) 生徒が自分のよさや可能性をメタ認知しながら学びを深め、自己実現

を達成していくことのできる学校

(2) 生徒が生涯にわたってたくましく生きるために、必要な健康を増進

し、体力を高めていくことができる学校

(3) 生徒が自己肯定感・自己有用感を有しながら規範意識をもち、豊かな

情操や道徳性を育成していくことのできる学校

(4) 教職員が質の高い教育活動を推進していくために校長のリーダーシッ

プの下、連携と分担によるカリキュラム・マネジメントができる学校

(5) 新しい時代の教育やGIGAスクール構想に対応していくために、学び

続けることができる教職員を育成していくことができる学校

教 師 の 基 本 姿 勢

「率 先 垂 範」
やってみせ、言って聞かせ、させてみて、褒めてやらねば、人は動かじ｡

話し合い、耳を傾け、承認し、任せてやらねば、人は育たず。

やっている姿を感謝で見守って、信頼せねば、人は実らず。

山本五十六の語録から


